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い
ま
こ
そ
民
主
導
へ
の
転
換
を
！

農
産
物「
規
格
」を
考
え
直
す

農
産
物「
規
格
」を
考
え
直
す

農産物の品質規格は穀物を中心に国家によって管理されてきた
が、もはやフードチェーンの実態に合わなくなってきている。
現実にそぐわない品質規格は生産者と消費者の双方に無理や無
駄を強いるだけでなく、農業や食品業界の成長にとっても大き
な害をなすのではないだろうか。本特集では、国が主導してき
た品質規格の構造的問題や時代遅れを指摘すると同時に、民が
主導する品質規格づくりの新たな動向を探る。

文／窪田新之助、浅川芳裕、熊野孝文、平井ゆか
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現
行
の
農
産
物
規
格
は
１
９
５
１
年
に

施
行
し
た
農
産
物
検
査
法
に
基
づ
く
。
そ

の
後
改
正
も
あ
っ
た
も
の
の
、
流
通
に
お

い
て
一
定
の
品
質
を
確
保
す
る
と
い
う
目

的
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
農
林
水
産
省
穀

物
課
は
「
生
産
者
と
実
需
者
の
意
見
を
と

も
に
聞
き
な
が
ら
、
規
格
の
基
準
を
決
め

て
い
る
。
大
事
な
の
は
安
全
性
で
は
な
く

見
た
目
。
あ
く
ま
で
も
外
観
を
重
視
し
て

い
る
」
と
説
明
す
る
。

ま
ず
は
現
行
の
農
産
物
検
査
規
格
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
、
主
要
穀
物
を
品
目
別

に
ざ
っ
く
り
と
押
え
て
お
き
た
い
（
19
ペ

ー
ジ
表
参
照
）。

な
お
、
コ
メ
（
水
稲
）
に
つ
い
て
は
23

ペ
ー
ジ
下
段
の
表
も
併
せ
て
見
て
い
た
だ

き
た
い
。

表
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
体

の
見
当
は
つ
く
と
思
う
が
、
農
林
水
産
省

の
農
産
物
検
査
は
い
わ
ゆ
る「
欠
点
方
式
」

だ
。
つ
ま
り
各
種
検
査
項
目
の
数
字
ひ
と

つ
で
も
外
れ
て
し
ま
う
と
、
格
落
ち
し
て

し
ま
う
。
た
と
え
ば
水
稲
玄
米
の
場
合
、

他
の
検
査
項
目
が
す
べ
て
１
等
に
入
っ
て

い
る
場
合
で
も
、
１
項
目
だ
け
で
も
２
等

や
３
等
と
判
定
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
品
位
に

格
付
け
さ
れ
て
し
ま
う
。

一
連
の
農
産
物
規
格
に
基
づ
く
検
査

は
、
農
林
水
産
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
登

録
検
査
機
関
が
実
施
す
る
。
実
際
の
地
域

で
は
登
録
検
査
機
関
は
Ｊ
Ａ
や
小
売
業

者
、農
業
法
人
が
請
け
負
う
こ
と
が
多
い
。

い
ず
れ
の
穀
物
に
お
い
て
も「
規
格
外
」

と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
経
営
所
得
安
定
対

策
で
交
付
金
の
対
象
外
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
農
産
物
検
査
を
受
け
な
い
と

ど
う
な
る
か
。
ま
ず
食
品
表
示
法
の
対
象

外
に
な
る
。
つ
ま
り
袋
売
り
す
る
際
、
そ

こ
に
産
地
品
種
銘
柄
や
年
産
を
記
載
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
単
な
る
「
国
産
米
」

と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
か
ら
経
営
所
得
安
定
対
策
の
対
象

外
に
な
る
。
つ
ま
り
コ
メ
や
転
作
の
作
付

け
に
対
す
る
交
付
金
が
受
け
取
れ
な
い
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
農
林
水
産
省
穀
物
課

は
、「
経
営
所
得
安
定
対
策
の
交
付
金
は
農

産
物
検
査
で
出
荷
数
量
を
確
認
す
る
こ
と

を
前
提
に
し
て
い
る
た
め
」
と
説
明
す
る
。

現
状
の
農
産
物
規
格
は
実
需
の
実
態
を

反
映
し
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
コ
メ
。
農
産
物
規
格
で
は
斑

点
米
が
１
０
０
０
粒
に
１
粒
な
ら
１
等
、

２
、
３
粒
な
ら
２
等
と
格
付
け
さ
れ
る
。

各
等
級
で
価
格
が
１
０
０
０
円
前
後
違
っ

て
く
る
の
で
、
そ
の
た
め
だ
け
に
農
家
は

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
の
防
除
剤
を
ま
く
こ
と

に
な
る
。
ま
た
現
状
で
は
検
査
を
受
け
ず

に
自
主
流
通
す
る
コ
メ
が
多
く
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
コ
メ
に
は
産
地

品
種
銘
柄
や
年
産
の
表
示
が
許
さ
れ
て
い

な
い
。

続
い
て
麦
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
麦

で
は
検
査
規
格
は
外
観
等
級
と
品
質
等
級

と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。
た
だ
、
外
観
等
級
は
本
当
に
必
要
だ

ろ
う
か
。基
本
的
に
麦
は
粉
に
し
て
使
う
。

だ
か
ら
実
需
者
か
ら
外
観
等
級
は
求
め
ら

れ
て
い
な
い
は
ず
だ
。
実
際
に
実
需
者
の

多
く
は
外
観
等
級
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
。で

あ
れ
ば
、
あ
く
ま
で
粉
と
し
て
の
評

価
だ
け
で
い
い
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え

ば
多
収
性
を
持
っ
て
い
る
の
に
、「
開
口

粒
」
と
い
う
粒
に
溝
が
入
る
特
性
を
持
っ

た
麦
の
品
種
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の

検
査
規
格
で
は
外
観
の
問
題
で
等
級
が
落

ち
る
の
で
、
普
及
が
進
ま
な
い
。

大
豆
も
同
様
だ
。
大
豆
を
煮
豆
や
納
豆

に
す
る
な
ら
別
だ
が
、
豆
腐
や
味
噌
に
す

る
な
ら
見
た
目
は
関
係
な
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
大
豆
に
つ
い
て
は
大
粒
よ
り

中
粒
の
品
種
の
方
が
収
量
性
は
い
い
。
た

だ
、大
粒
の
ほ
う
が
見
た
目
が
い
い
の
で
、

中
粒
の
品
種
は
普
及
し
て
い
か
な
い
。

肝
心
な
の
は
実
需
者
が
何
を
求
め
て
い

る
か
だ
。
そ
れ
を
反
映
し
て
い
な
い
農
産

物
規
格
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
窪
田
新
之
助
）

穀
物
検
査
の
概
要
と
問
題
点

交
付
金
も
絡
む
検
査

欠
点
方
式
で
い
い
の
か

用
途
に
は
考
慮
な
し

実
需
に
合
わ
せ
た
規
格
を

水稲
ここでは規格における言葉の定義のみ記しておく。

●整粒＝被害粒、死米、未熟粒、異種穀粒、異物を除いた粒。

●被害粒＝発芽粒や病害粒など損傷を受けた粒。

●死米＝充実していない粉状態の粒。

●着色粒＝�粒面の全部かその一部が着色した粒や赤米。ただし、とう精で除かれる
か、精米の品質や精米歩合に影響のない程度は除く。

●異種穀粒＝�その種類の玄米を除いたほかの穀粒。

●異物＝穀粒を除いたほかのもの。
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特集
農産物「規格」を考え直す
ーいまこそ民主導への転換を！

普通小麦	

最低限度 最高限度

容積量
（g）

整粒
（％） 形質 水分

（％）

被害粒、死米、着色粒、異種穀粒および異物

計
（％）

異種穀粒
（％）

異物

麦角粒
（％）

なまぐさ
黒穂病粒
（％）

麦角粒および
なまぐさ黒穂病粒
を除いたもの（％）

1 等 780 75 1 等標準品 12.5 5.0 0.5 0.0 0.1 0.4

2 等 730 60 2 等標準品 12.5 15.0 1.0 0.0 0.1 0.6

大豆									       

種類
項目

最低限度 最高限度

整粒
（％）

粒度
（％） 形質 水分

（％）

被害粒、未熟粒、異種穀粒および異物

等級 計（％） 著しい被害
粒等（％）

異種穀粒
（％）

異物
（％）

普通大豆

1 等 85 70 1 等標準品 15.0 15 1 0 0

2 等 80 70 2 等標準品 15.0 20 2 1 0

3 等 70 70 3 等標準品 15.0 30 4 2 0

規格外 １等から３等までのそれぞれの品位に適合しない大豆であって、異種穀粒および異物が
50％以上混入していないもの

特定加工用
大豆

合格 65 70 標準品 15.0 35 5 2 0

規格外 合格の品位に適合しない大豆であって、異種穀粒および異物が
50％以上混入していないもの

※�北海道において生産された大豆のうち、普通大豆の３等のものおよび特定加工用大豆の合格のものに限り、その水分
の最高限度は、本表の数値に 1.0％加算したものとする。

※�普通大豆の色の区分は、黄色、黒色、茶色、青色とし、それぞれの色の大豆にはその色以外の色のものの粒が１等級
のものにあっては 0％、2 等級のものにあっては 5％、3 等級のものにあっては 10％を超えて混入してはならない。

※特定加工用大豆…豆腐、油揚、醤油、きなこ等製品の段階において、大豆の原型をとどめない用途に使用される大豆。

２０１４年から飼料用米も対象に
　農林水産省は2014年産から飼料用のもみと玄米についても農産物検査規格に基づく検査を導入した。飼料用もみと玄米の等級区分は「合格」

と「規格外」の２つ。「水分」「被害粒」の混入度合を規定している。

　水分については最高限度は食用と同じで、もみ15.5％、玄米16％。被害粒は「発芽粒」「病害粒」「くされ粒」の３つ。これら以外の「虫害

粒」「胴割粒」「奇形粒」「砕粒」などは入らない。

　整粒や着色粒、未熟粒を判定する必要はない。「形質」の規格項目はない。充実、粒ぞろい、心白、腹白の程度を判定する必要はない。

　飼料用もみについては倒伏などで、もみに付着した泥などは異物に含まない。

　飼料用もみに混入した玄米は「異物穀粒」ではあるものの、「合格」の判定には含まない。

　なお、「規格外」と判定された場合は経営所得安定対策で交付金の対象外となる点は変わらない。

主要穀物の検査基準

項目

等級
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結
論
か
ら
い
え
ば
、
官
民
の
多
層
的
な

合
意
形
成
が
効
い
て
い
る
。
官
か
民
か
と

い
う
問
題
を
超
え
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
需
要

の
実
態
に
合
わ
せ
て
運
用
さ
れ
て
い
る
の

だ
。
そ
れ
以
上
に
、
規
格
自
体
が
米
国
産

穀
物
を
世
界
に
普
及
す
る
た
め
の
“
営
業

ツ
ー
ル
”
に
な
っ
て
い
る
。

規
格
の
決
定
か
ら
、
等
級
、
品
質
及
び

重
量
検
査
の
手
法
と
情
報
を
提
供
す
る
の

が
G
I
P
S
A
（
穀
物
検
査
・
出
荷
業
者

及
び
倉
庫
業
者
管
理
機
関
）
で
あ
る
。

そ
の
設
置
目
的
は
以
下
の
と
お
り
だ
。

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
統
合
性
を
確
保
」「
公
平

で
透
明
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
確
保
」「
品
質

管
理
の
契
約
条
件
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
提
供
」

「
世
界
中
の
売
買
業
者
に
対
し
、
日
々
取
引

す
る
穀
物
の
種
別
と
品
質
に
つ
い
て
の
標

準
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
提

供
」「
そ
の
た
め
に
、
慣
行
的
か
つ
革
新
的

で
、
一
貫
し
た
検
査
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
・

維
持
」「
連
邦
、
州
、
民
間
レ
ベ
ル
を
超
え
、

穀
物
検
査
に
つ
い
て
国
際
的
な
サ
ー
ビ
ス

と
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
米
国
産

穀
物
が
海
外
顧
客
に
流
通
し
や
す
い
サ
ー

ビ
ス
の
実
施
」

以
上
の
実
施
体
制
と
し
て
、
国
内
向
け
に

は
連
邦
、
州
、
民
間
の
研
究
機
関
に
対
し
て
、

検
査
手
法
と
シ
ス
テ
ム
が
共
有
さ
れ
、
そ
の

改
善
が
行
な
わ
れ
る
。
海
外
向
け
の
品
質
確

保
の
た
め
に
は
、
G
I
P
S
A
内
に
連
邦
穀

物
検
査
サ
ー
ビ
ス
（
F
G
I
S
）
が
設
置
さ

れ
、
同
部
署
が
輸
出
さ
れ
る
穀
物
貨
物
に
つ

い
て
全
量
検
査
す
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

小
麦
を
例
に
挙
げ
よ
う
。
米
国
の
小
麦

生
産
量
は
国
内
需
要
の
２
倍
ほ
ど
だ
。
つ

ま
り
、
生
産
の
半
分
が
輸
出
用
で
あ
り
、

米
国
小
麦
産
業
の
生
命
線
な
の
で
あ
る
。

検
査
シ
ス
テ
ム
が
厳
し
い
だ
け
で
な
く
、

海
外
へ
の
米
国
規
格
の
普
及
を
行
な
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
ず
、
先
ほ
ど
述
べ
た
F
G
I
S
の
検

査
結
果
は
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
に
対
し
、
等

級
と
品
質
ス
ペ
ッ
ク
の
公
的
認
証
制
度
と

し
て
機
能
し
て
い
る
。
次
に
、
小
麦
の
種

米
国
の
“
穀
物
規
格
”
戦
略
の
本
質

規
格
自
体
が
世
界
へ
の
穀
物
流
通
の
営
業
ツ
ー
ル

官
か
民
か
と
い
う
問
題
は
超
越

別
と
産
地
（
6
種
類
、
詳
細
は
図
1
参
照
）

別
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
構
築
さ
れ
、

生
産
地
か
ら
輸
出
さ
れ
る
港
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
ま
で
の
鉄
道
網
と
荷
船
網
が
長
年
か
け

て
構
築
さ
れ
、
そ
の
間
の
検
査
体
制
が
確

立
さ
れ
て
い
る
。
品
質
規
格
は
各
種
別
ご

と
に
５
段
階
あ
る
。

そ
し
て
、
輸
出
さ
れ
る
米
国
産
小
麦
に

つ
い
て
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
（
製
粉
業
者
、

加
工
業
者
、
製
パ
ン
業
者
、
政
府
機
関
等
）

に
対
す
る
６
種
別
及
び
ミ
ッ
ク
ス
小
麦
の

規
格
や
品
質
価
値
、
信
頼
性
の
説
明
を
担

う
の
が
生
産
者
団
体
で
あ
る
。
小
麦
の
場

合
、
全
米
小
麦
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ツ

（U
.S.W

heat A
ssociates

）
で
、
19
の
小

麦
生
産
州
の
農
家
が
参
加
し
て
い
る
。
生

産
者
の
拠
出
金
は
、
１
ブ
ッ
シ
ェ
ル （
約
27�

kg
）
当
た
り
０
・
０
０
２
８
ド
ル
と
な
っ

て
お
り
、
全
体
で
約
20
億
円
（
１
ド
ル
１

２
０
円
換
算
）
が
年
間
予
算
と
な
る
。
生

産
者
予
算
１
ド
ル
に
対
し
、
米
国
農
務
省

（�

U�

S�

D�

A�

）
が
２
・
５
ド
ル
を
拠
出
す
る
。

こ
う
し
て
官
民
一
体
の
コ
ス
ト
・
シ
ェ
ア

に
よ
る
海
外
販
促
が
行
な
わ
れ
る
。

全
米
小
麦
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ツ
が
提
供
す

る
海
外
向
け
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く
５
項
目

に
分
か
れ
る
。「
取
引
サ
ー
ビ
ス
」「
技
術

的
サ
ポ
ー
ト
」「
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
と
分
析
」

「
収
穫
と
品
質
レ
ポ
ー
ト
」「
顧
客
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
」
だ
。

「
取
引
サ
ー
ビ
ス
」
は
生
産
者
団
体
が
直

接
、
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
購
入
や
使

用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
も

の
だ
。
活
動
内
容
は
、
単
な
る
顧
客
訪
問

や
商
談
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
顧
客
の
国
へ

の
コ
ン
サ
ル
派
遣
や
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
が
含
ま
れ
る
。「
技
術
サ

ポ
ー
ト
」
は
、
米
国
の
小
麦
６
種
別
・
ミ

ッ
ク
ス
小
麦
規
格
に
基
づ
く
、製
粉
、貯
蔵
、

取
り
扱
い
、
最
終
製
品
の
各
産
業
に
対
し

て
、
個
別
の
コ
ン
サ
ル
実
施
で
あ
る
。
例

を
挙
げ
れ
ば
、
パ
ン
品
質
の
比
較
的
低
い

韓
国
に
対
し
て
製
パ
ン
業
者
を
集
め
て
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
製
粉
自
体
の

技
術
的
成
熟
度
の
低
い
ア
フ
リ
カ
諸
国
に

向
け
て
は
製
粉
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。「
マ
ー
ケ

ッ
ト
情
報
と
分
析
」「
収
穫
と
品
質
レ
ポ
ー

ト
」
は
、
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
の
各
産
地

の
状
況
や
品
質
予
想
を
海
外
バ
イ
ヤ
ー
に

報
告
す
る
と
と
も
に
、
顧
客
が
影
響
を
受

け
る
可
能
性
が
あ
る
規
格
詳
細
や
各
国
の

官
民
一
体
の
コ
ス
ト
・
シ
ェ
ア

に
よ
る
海
外
販
促

全
米
小
麦
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ツ
に
よ
る

充
実
の
海
外
向
け
サ
ー
ビ
ス
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輸
入
制
度
の
変
更
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

同
時
に
、
世
界
の
小
麦
情
勢
や
将
来
予
測

に
つ
い
て
も
ま
と
め
て
い
る
。
日
本
に
つ

い
て
は
、
G�

M
小
麦
の
微
量
混
入
を
受
け
、

輸
入
検
疫
を
強
化
す
る
政
府
に
対
し
て
、

そ
の
科
学
的
根
拠
を
問
っ
た
り
、
そ
の
継

続
性
が
日
本
の
小
麦
産
業
へ
の
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
と
不
確
実
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
の

懸
念
を
表
明
し
た
り
す
る
。
他
国
に
介
入

し
す
ぎ
と
見
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
日
本

最
大
の
小
麦
バ
イ
ヤ
ー
は
国
家
貿
易
の
独

占
体
で
あ
る
農
水
省
で
あ
る
。
あ
く
ま
で

大
口
バ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
無
料
コ
ン
サ
ル

の
一
環
で
あ
る
。
農
水
省
だ
け
で
な
く
、

厚
労
省
の
残
留
農
薬
基
準
値
の
設
定
ル
ー

ル
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。「
米
国

で
新
た
な
登
録
を
受
け
た
栽
培
、
貯
蔵
用

の
薬
剤
に
対
し
て
、
基
準
値
の
設
定
が
米

国
や
他
国
の
よ
り
高
す
ぎ
る
。
そ
の
結
果
、

日
本
向
け
の
小
麦
に
つ
い
て
は
既
存
農
薬

を
使
う
こ
と
に
な
り
、
他
国
向
け
に
比
べ

て
生
産
性
の
低
さ
を
生
み
、
結
局
、
日
本

の
消
費
者
に
対
す
る
コ
ス
ト
負
担
増
と
安

全
性
確
保
の
低
下
に
つ
な
が
る
」（
同
団
体

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
要
約
抜
粋
）
と
の
助

言
で
あ
る
。

小
麦
規
格
の
話
か
ら
そ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
違
う
。
規
格

と
は
穀
物
の
外
形
や
成
分
だ
け
を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
。
残
留
農
薬
の
基
準
や

G�

M
穀
物
の
扱
い
ま
で
含
め
、
播
種
か
ら

消
費
者
の
口
に
入
る
と
こ
ろ
ま
で
の
シ
ー

ム
レ
ス
な
（
途
切
れ
の
な
い
）
取
引
基
準

ま
で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
要
求
か
ら
逆
算
し
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
生
産
者
が
責
任
を

持
っ
て
設
定
す
る
こ
と
な
の
だ
。

翻
っ
て
、
日
本
の
規
格
は
ど
う
な
の
か
。

そ
れ
は
農
産
物
検
査
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
第
一
条
に
そ
の

使
命
が
明
示
し
て
あ
る
。「
こ
の
法
律
は
、

農
産
物
検
査
の
制
度
を
設
け
る
と
と
も
に

（
中
略
）
農
家
経
済
の
発
展
と
農
産
物
消
費

の
合
理
化
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
」。
マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
り
農
家
経
済
の
発

展
を
主
眼
に
し
て
は
発
展
は
な
い
。
消
費

の
合
理
化
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
意
識
し
た
文

面
も
補
足
し
て
あ
る
が
、
合
理
化
と
は
「
工

程
を
能
率
的
に
す
る
こ
と
」「
弁
解
・
正
当

化
の
た
め
の
理
由
づ
け
を
す
る
こ
と
」
を

意
味
す
る
。
実
際
、
日
本
の
小
麦
種
別
は
、

「
普
通
小
麦
」「
強
力
小
麦
」
し
か
な
い
。

等
級
も
「
１
等
」
と
「
２
等
」
と
「
規
格
外
」

の
３
種
類
の
み
。
規
格
外
に
至
っ
て
は
、「
異

臭
の
あ
る
も
の
又
は
１
等
及
び
２
等
の
そ

れ
ぞ
れ
の
品
位
に
適
合
し
な
い
普
通
小
麦

で
あ
っ
て
、
異
種
穀
粒
及
び
異
物
を
50
％

以
上
混
入
し
て
い
な
い
も
の
」
と
ま
っ
た

く
も
っ
て
“
合
理
的
”
な
規
格
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
世
界
の
顧
客
に
対

し
て
、
日
本
の
小
麦
の
す
ば
ら
し
さ
を
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
普
及
し
て
い
け
る

と
は
到
底
思
え
な
い
。

米
国
の
小
麦
団
体
は
官
民
一
体
型
で
あ

る
全
米
小
麦
ア
ソ
ー
シ
エ
イ
ツ
の
一
枚
岩

で
は
な
い
。
代
表
的
な
も
の
に
、
純
民
間

の
全
米
小
麦
生
産
者
協
会（
N
A
W
G
）や
、

全
農
や
日
本
の
商
社
も
本
会
員
に
な
っ
て

い
る
北
米
穀
物
輸
出
協
会
（
N
A
E
G
A
）

が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
米
国
の
域
を
超
え

た
国
際
穀
物
通
商
連
合
（
I
G
T
C
）
が

あ
る
。
前
者
２
団
体
は
、
米
国
政
府
が
彼

ら
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
阻
害
す
る
規
格
や
基

準
を
作
っ
た
り
し
な
い
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
・

監
視
し
た
り
、
余
計
な
規
制
策
定
の
動
き

が
見
ら
れ
た
際
に
は
ロ
ビ
ー
活
動
を
通
じ

て
徹
底
抗
戦
す
る
。
要
す
る
に
、
政
府
と

い
う
穀
物
業
界
に
お
け
る
利
害
関
係
者
に

特
化
し
た
ロ
ビ
ー
兼
コ
ン
サ
ル
組
織
で
あ

る
。
純
民
間
だ
か
ら
で
き
る
業
界
活
動
で
、

政
府
支
援
を
受
け
る
作
物
団
体
は
こ
う
し

た
活
動
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
後

者
の
I
G
T
C
も
純
民
間
で
、
世
界
各
国

政
府
や
国
際
機
関
に
特
化
し
た
ロ
ビ
ー
兼

コ
ン
サ
ル
国
際
団
体
だ
。
米
国
だ
け
で
な

く
、
中
国
や
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
等
の
穀
物

団
体
ま
で
も
が
加
盟
し
て
い
る
。
慣
行
穀

物
の
み
な
ら
ず
、
G�
M
穀
物
の
規
格
案
の

策
定
及
び
提
言
か
ら
G�

M
を
取
り
巻
く
国

Hard Red Spring(HRS、硬質赤色春小麦 )

Hard Red Winter(HRW、硬質赤色冬小麦 )

Soft White(SW、軟質白色小麦 )

Durum（デュラム小麦）

Hard White(HW、硬質白色小麦 )

Soft Red Winter(SRW、軟質白色冬小麦 )

図1：米国の小麦（6種別）の産地マップとその用途 際
協
定
や
取
引
基
準
に
お
け
る
プ
ロ
ト
コ
ー

ル
作
成
ま
で
、
そ
の
守
備
範
囲
は
グ
ロ
ー
バ

ル
で
あ
る
。
各
国
の
政
府
で
さ
ま
ざ
ま
な
G

�

M
に
対
す
る
見
解
や
法
律
、
独
自
の
運
用
が

あ
る
な
か
、
民
間
団
体
が
実
践
的
な
“
規
格

づ
く
り
”
を
先
導
し
て
い
る
の
だ
。

日
本
で
は
T
P
P
大
筋
妥
結
後
、
政
府
主

導
の
作
物
団
体
（
い
わ
ゆ
る
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ

制
度
）
設
立
に
向
け
た
動
き
が
浮
上
し
て
い

る
。
米
国
で
純
民
間
の
小
麦
生
産
者
団
体
設

立
は
60
年
以
上
前
、
輸
出
団
体
に
至
っ
て
は

１
９
１
２
年
創
設
で
あ
る
。
周
回
遅
れ
ど
こ

ろ
か
、
３
世
代
遅
れ
て
い
る
。

し
か
し
何
事
も
、
思
い
立
っ
た
が
吉
日

で
あ
る
。
日
本
の
穀
物
業
界
よ
、
い
ま
こ

そ
立
ち
上
が
れ
。
遅
く
て
も
遅
す
ぎ
る
こ

と
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
浅
川
芳
裕
）

マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
り

農
家
経
済
が
主
眼
の
日
本

米
国
で
は
民
間
団
体
が

実
践
的
な“
規
格
づ
く
り
”を
先
導
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今
年
10
月
、
農
協
や
集
荷
業
者
の
と
こ

ろ
に
農
政
局
か
ら
「
農
産
物
検
査
（
お
米
）

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
へ
の
お
願
い
と

い
う
文
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。
内
容
の
文

面
を
そ
の
ま
ま
記
す
。

「
農
産
物
検
査
は
、
コ
メ
な
ど
の
大
量
流

通
す
る
農
産
物
に
つ
い
て
、
現
物
を
確
認

す
る
こ
と
な
く
、
効
率
的
な
取
引
を
可
能

と
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
ま
す
。
今

般
、
現
行
の
お
米
の
農
産
物
検
査
に
つ
い

て
点
検
を
行
う
た
め
に
、
生
産
・
流
通
・

実
需
・
消
費
ま
で
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
の
皆
様
か
ら
、
幅
広
く
ご
意
見
を
お
伺

い
し
た
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
」

こ
れ
だ
け
で
は
な
ん
の
た
め
に
農
水
省

が
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

記
さ
れ
た
９
項
目
の
設
問
を
読
ん
で
い
く

と
そ
の
狙
い
が
推
察
で
き
る
。
そ
の
い
く

つ
か
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

設
問「
農
産
物
検
査
を
行
っ
た
米
穀
の
出
荷・

販
売
時

に
、
相
手

先
か
ら
ク

レ
ー
ム
を

受
け
た
こ

と
が
あ
り

ま
す
か
？

ま
た
、
そ

の
主
な
理

由
は
何
で

す
か
？
」

設
問
「
農

産
物
検
査

競
争
力
を
つ
け
る
コ
メ
の
検
査

Ｉ
Ｔ
機
器
活
用
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

目
視
鑑
定
か
ら
画
像
判
定
へ
の
転
換
は
何
を
も
た
ら
す
か

農産物検査標準品の詳細な撮影画像を簡単操作に
より表示できるアプリの画面。被害粒等限界基準
品の画像も付属している

規
格
に
お
い
て
見
直
し
が
必
要
だ
と
思
わ

れ
る
項
目
は
あ
り
ま
す
か
？
」

設
問
「
農
産
物
検
査
は
、
農
産
物
検
査
員

の
目
視
に
よ
る
鑑
定
を
基
本
に
と
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
穀
粒
判
別
器
の
導
入
を

も
っ
と
進
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」

設
問
「
着
色
粒
の
混
入
限
度
（
一
等
の
場

合
０
・
１
％
）
を
定
め
て
い
ま
す
。
生
産

者
か
ら
こ
の
混
入
限
度
を
緩
和
・
見
直
す

べ
き
だ
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す

か
？
」

設
問
「
農
産
物
検
査
時
（
米
）
に
、
異
種

混
入
を
確
認
し
、
銘
柄
の
証
明
を
行
わ
な

か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？　

ま

た
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
対
応

さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？
」

農
産
物
検
査
が
民
営
化
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
ち
ょ
う
ど
10
年
に
な
る
。
検
査
登
録

標
準
品
作
り
も
難
し
く

検
査
民
営
化
10
年
で

機
関
は
農
協
や
集
荷
業
者
な
ど
１
６
０
３

機
関
に
も
な
り
、
全
国
に
約
１
万
６
０
０

０
人
の
農
産
物
検
査
員
が
い
る
。

コ
メ
の
検
査
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ

て
い
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
当
該
年
産
の

収
穫
が
始
ま
る
前
に
農
水
省
か
ら
そ
の
地

区
の
代
表
的
な
銘
柄
の
標
準
品
サ
ン
プ
ル

が
農
政
局
に
送
ら
れ
て
き
て
、
検
査
登
録

機
関
を
集
め
た
査
定
会
が
行
な
わ
れ
る
。

農
産
物
検
査
員
は
こ
の
サ
ン
プ
ル
を
見

て
一
等
、
二
等
と
い
っ
た
格
付
け
の
判
断

を
す
る
た
め
の
眼
を
養
う
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、民
営
化
さ
れ
て
10
年
も
経
つ
た
め
、

標
準
品
を
作
れ
る
国
営
検
査
時
代
の
ベ
テ

ラ
ン
検
査
官
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。そ

こ
で
農
水
省
は
現
物
の
サ
ン
プ
ル
で

は
な
く
標
準
品
の
写
真
を
検
査
登
録
機
関

に
送
る
よ
う
に
し
た
。
サ
ン
プ
ル
を
写
し

た
も
の
を
送
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
事
足

り
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
コ
メ
の
農
産
物
検
査
規
格
に
は
別
表

の
よ
う
に
混
入
限
度
等
数
値
で
示
さ
れ
る

も
の
以
外
に
「
形
質
」
と
い
う
重
要
な
概

念
が
あ
る
。
形
質
と
は
要
す
る
に
見
た
目

だ
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。

そ
こ
で
よ
り
農
産
物
検
査
員
が
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
全
国
瑞
穂
食
糧
検
査
協
会

が
農
産
物
検
査
の
画
像
ア
プ
リ
を
開
発

し
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ
ば
誰

で
も
自
社
が
所
在
す
る
地
区
の
標
準
品
サ

ン
プ
ル
を
画
像
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
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た
（
コ
メ
以
外
に
麦
や
雑
穀
用
の
ア
プ
リ

も
販
売
中
）。

こ
の
ア
プ
リ
は
な
か
な
か
の
優
れ
も
の

で
、
画
像
解
析
度
が
非
常
に
高
く
、
拡
大

画
面
が
す
ぐ
に
見
ら
れ
る
た
め
使
い
勝
手

が
よ
い
。

こ
こ
ま
で
読
ん
で
勘
の
よ
い
読
者
は
お

気
づ
き
だ
と
思
う
が
、
冒
頭
の
農
水
省
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
っ
た「
農
産
物
検
査
は
、

農
産
物
検
査
員
の
目
視
に
よ
る
鑑
定
を
基

本
に
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
穀
粒
判
別

器
の
導
入
を
も
っ
と
進
め
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
か
」
と
い
う
設
問
が
重
要
な
意
味

を
持
っ
て
く
る
。

農
水
省
は
、
生
産
者
や
流
通
、
実
需
者

を
集
め
て
今
年
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て

「
玄
米
の
農
産
物
検
査
規
格
に
係
る
情
報

交
換
会
」
を
開
催
、
そ
の
議
論
の
概
要
を

公
表
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
「
農
産
物

検
査
員
の
目
視
に
よ
る
検
査
は
ブ
レ
が
大

き
い
こ
と
か
ら
測
定
機
に
よ
る
客
観
的
な

指
標
を
用
い
る
べ
き
」
と
い
う
意
見
が
あ

っ
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
で
コ
メ
に
つ
い
て
は

米
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
別
枠
の
輸
入

枠
が
設
定
さ
れ
、
外
国
産
米
の
供
給
量
が

さ
ら
に
増
加
す
る
。
国
は
輸
入
さ
れ
る
分

と
同
様
の
国
内
産
米
を
政
府
買
い
入
れ
す

る
た
め
影
響
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、

こ
の
措
置
は
国
内
産
米
の
需
要
先
が
失
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
も
同
時
に
意
味
し
て
い

る
。生

産
調
整
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
実
質
３

年
を
切
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

つ
ま
で
も
国
産
米
の
競
争
力
が
付
か
な
い

対
策
ば
か
り
行
な
っ
て
い
る
時
間
的
余
裕

は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

国
が
目
標
と
す
る
強
い
農
業
を
作
る
た

め
に
は
、
い
ま
や
最
大
の
弱
点
に
な
っ
て

い
る
稲
作
農
業
の
構
造
改
革
を
進
め
、
生

産
コ
ス
ト
を
下
げ
て
海
外
の
需
要
を
取
り

込
め
る
よ
う
に
大
き
く
舵
を
切
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
の
最
大
の
武
器
に
な
る
の

が
、
画
像
解
析
機
器
を
使
用
し
た
「
コ
メ

の
画
像
取
引
」
で
あ
る
。

画
像
解
析
機
器
の
進
歩
は
す
さ
ま
じ

く
、
瞬
時
に
し
て
コ
メ
の
一
粒
一
粒
の
面

積
が
デ
ー
タ
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
微
細
な
着
色
や
胴
割
れ
な
ど
も

判
別
可
能
で
１
０
０
０
粒
の
な
か
に
そ
れ

ら
の
被
害
粒
が
何
％
の
割
合
で
入
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
デ
ー
タ
も
瞬
時
に
出
て
く

る
。そ

う
し
た
高
度
な
画
像
判
別
器
で
な
く

て
も
、
原
料
米
搗
精
業
者
の
な
か
に
は
コ

メ
の
取
引
会
で
提
出
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
を

ス
マ
ホ
で
撮
影
し
、
そ
の
画
像
デ
ー
タ
を

精
米
工
場
に
送
り
、
精
米
担
当
者
が
価
値

の
判
断
を
す
る
と
い
う
手
法
を
取
り
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

画
像
判
別
器
と
情
報
通
信
機
器
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
目
視
に
よ

る
等
級
格
付
け
で
な
く
、
画
像
に
よ
る
格

付
け
で
コ
メ
の
取
引
が
格
段
に
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
、
検
査
コ
ス
ト
も
か
か
ら
な
く

な
る
。

さ
ら
に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

に
コ
メ
の
画
像
デ
ー
タ
を
取
り
込
め
ば
指

紋
と
同
じ
効
力
を
発
揮
し
、
偽
装
問
題
を

一
掃
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
り
日
本
産
米
の

価
値
が
担
保
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
本
物

の
日
本
産
米
を
求
め
る
海
外
の
需
要
者
の

ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
。

コ
メ
が
食
管
法
で
統
制
さ
れ
る
以
前

は
、
コ
メ
の
検
査
は
各
地
の
産
米
組
織
が

独
自
に
検
査
規
格
を
決
め
て
自
産
地
米
の

優
位
性
を
競
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
検

査
規
格
自
体
も
国
が
所
管
す
る
必
要
は
な

い
。
今
年
４
月
か
ら
農
産
物
検
査
登
録
機

関
の
登
録
業
務
な
ど
は
地
方
に
移
管
さ
れ

た
が
、
依
然
、
農
産
物
検
査
法
に
定
め
る

規
格
等
は
国
が
所
管
し
て
い
る
。

農
産
物
検
査
規
格
の
設
定
は
各
県
自
治

体
に
任
せ
、
か
つ
人
間
に
よ
る
目
視
を
原

則
に
す
る
項
目
を
外
し
、
画
像
判
別
機
器

に
よ
る
格
付
け
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
早

急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。　
（
熊
野
孝
文
）

コ
メ
の
画
像
判
別
取
引

偽
装
問
題
の
一
掃
も

測
定
器
使
っ
た
検
査
求
め
る

農
産
物
検
査
情
報
交
換
会

水稲うるち玄米および水稲もち玄米の品位	

最低限度 最高限度

整粒
（％） 形質 水分

（％）

被害粒、死米、着色粒、異種穀粒および異物

計
（％）

死米
（％）

着色粒
（％）

異種穀粒 異物
（％）もみ

（％）
麦

（％）
もみおよび麦を除いたもの

（％）
1 等 70 1 等標準品 15.0 15 7 0.1 0.3 0.1 0.3 0.2
2 等 60 2 等標準品 15.0 20 10 0.3 0.5 0.3 0.5 0.4
3 等 45 3 等標準品 15.0 30 20 0.7 1.0 0.7 1.0 0.6

※�規格外＝ 1 等から 3 等までのそれぞれの品位に適合しない玄米であって異種穀粒および異物を 50％以上混入していないもの
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一
般
財
団
法
人
全
国
豆
腐
連
合
会
（
以

下
、
全
豆
連
）
が
今
年
９
月
28
日
、「
全

豆
連
推
奨
マ
ー
ク
」
事
業
を
発
表
し
た
。

マ
ー
ク
を
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
付
す
こ
と

で
、
ひ
と
目
で
「
お
い
し
い
」
豆
腐
を
見

分
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。

第
１
号
の
商
品
は
、
全
農
の
プ
レ
ミ
ア

ム
ブ
ラ
ン
ド
（
製
造
者
は
㈱
京
都
タ
ン
パ

ク
）
の
「
北
海
道
産
ユ
キ
ホ
マ
レ
使
用
木

綿
」
と
「
同
・
絹
豆
腐
」
の
２
ア
イ
テ
ム

で
あ
る
。
全
豆
連
推
奨
マ
ー
ク
は
、
原
料

の
大
豆
の
１
～
３
等
の
規
格
や
国
産
か
外

国
産
か
の
区
別
を
し
た
り
、
そ
の
ほ
か
の

原
料
で
あ
る
水
や
凝
固
剤
な
ど
を
限
定
し

た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
食

味
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
継
続
的
に

担
保
す
る
と
い
う
の
は
め
ず
ら
し
い
試
み

だ
。

お
い
し
い
か
ど
う
か
の
判
断
は
個
人
の

主
観
に
よ
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
証
明
し
よ

う
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
ど
ん
な
方

法
で
証
明
す
る
の
か
。

こ
の
マ
ー
ク
が
登
場
し
た
背
景
に
は
、

豆
腐
を
取
り
巻
く
逆
風
と
、
市
場
の
健
康

志
向
と
い
う
追
い
風
が
あ
る
。

逆
風
と
い
う
の
は
、
豆
腐
の
低
価
格
が

コ
ス
ト
高
に
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
経
営

環
境
で
あ
る
。
ま
ず
グ
ラ
フ
１
を
見
て
ほ

し
い
。豆
腐
１
丁
の
価
格
は
下
が
り
続
け
、

２
０
１
３
年
の
集
計
で
は
平
均
価
格
で
70

円
を
切
っ
て
い
る
。
格
安
ス
ー
パ
ー
や
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
は
目
玉
商
品
と
し

て
採
算
度
外
視
で
販
売
さ
れ
て
い
る
50
円

以
下
の
豆
腐
も
多
い
。「
そ
の
よ
う
な
豆

腐
は
誰
が
食
べ
て
も
明
ら
か
に
お
い
し
く

な
い
」
と
全
豆
連
業
務
執
行
理
事
の
橋
本

一
美
氏
は
話
す
。

こ
う
し
た
低
価
格
競
争
の
な
か
で
、
大

豆
を
は
じ
め
と
す
る
原
料
代
、
容
器
、
電

気
代
な
ど
の
コ
ス
ト
は
上
が
っ
て
い
る
。

「
お
い
し
い
」
豆
腐
の
新
基
準

全
豆
連
推
奨
マ
ー
ク
の
イ
ン
パ
ク
ト

低
価
格
競
争
を
脱
し
て
品
質
を
ユ
ー
ザ
ー
に
ア
ピ
ー
ル

安
さ
よ
り「
お
い
し
さ
」

品
質
に
目
を
向
け
さ
せ
る

全豆連推奨マーク
マーク自体は、これまでも全豆連のマークとして使用されてき
たが、この制度を実施するにあたり、今年７月に商標登録して
いる。マーク付与の対象：木綿豆腐、絹ごし豆腐、充填豆腐、
ソフト木綿豆腐、焼き豆腐、油揚、生揚、がんもどき、おぼろ
豆腐・寄せ豆腐。

全農プレミアムブランド「北海道産ユキホマレ使用
木綿・絹豆腐」
大豆は北海道産「ユキホマレ」、にがりは伊豆大島の海水から
つくった「海精にがり」。塩は「淡路島の藻塩」。水は製造から
すべて京都伏見の「伏流水」を使用。近々、発売予定。
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つ
い
に
コ
ス
ト
を
吸
収
し
き
れ
ず
廃
業
す

る
豆
腐
屋
が
増
え
て
い
る
。
後
継
者
が
い

な
い
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
２
０
１
３
年
末

現
在
の
豆
腐
事
業
所
数
は
８
５
１
８
（
１

社
が
持
つ
複
数
の
工
場
を
含
む
）、
前
年

対
比
で
５
４
１
事
業
所
が
減
少
し
た
。

一
方
、
追
い
風
と
い
う
の
は
、
健
康
食

品
と
し
て
豆
腐
へ
の
期
待
値
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
昨
今
、
全
豆
連
に
は

た
び
た
び
消
費
者
か
ら
「
お
い
し
い
豆
腐

は
ど
こ
で
買
え
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
合

わ
せ
が
入
る
と
い
う
。

ま
た
、
も
と
も
と
日
本
人
が
提
唱
し
た

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
生
活
が
近

年
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
の
実
践
に
よ
っ

て
話
題
に
な
り
、
日
本
に
逆
輸
入
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
特

徴
の
ひ
と
つ
は
、
肉
の
代
わ
り
に
大
豆
で

タ
ン
パ
ク
質
を
摂
取
す
る
こ
と
だ
。
国
内

で
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
女
性
の
間
で
ブ
ー

ム
に
な
り
、
い
ま
や
世
界
中
で
豆
腐
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
２
つ
の
状
況
は
数
字
に
も
表
れ
て

い
る
。
グ
ラ
フ
２
の
よ
う
に
豆
腐
の
年
間

支
出
金
額
は
減
っ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
グ

ラ
フ
３
の
よ
う
に
年
間
購
入
数
量
は
増
え

て
い
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
推
奨
マ
ー
ク

は
、
業
界
に
も
市
場
に
も
、
価
格
か
ら
品

質
へ
と
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
生
ま
れ
た
。

供
給
者
側
に
と
っ
て
、
マ
ー
ク
は
お
い

し
い
豆
腐
が
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ

ず
、
適
正
な
価
格
で
販
売
で
き
る
と
い
う

差
別
化
の
材
料
に
な
る
。

ま
た
、
購
入
者
側
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
価
格
で
し
か
豆
腐
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
品
質
で
選
べ
る
機
会
が

増
え
て
く
る
。
こ
う
し
て
業
界
全
体
が
価

格
競
争
で
は
な
く
品
質
向
上
を
目
指
し
て

い
く
。

さ
ら
に
全
豆
連
に
は
、
マ
ー
ク
の
事
業

を
通
じ
て
市
場
に
対
し
て
品
質
の
良
い
豆

腐
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
正
し
い
知

識
を
伝
え
、
健
康
志
向
の
人
々
を
中
心
に

顧
客
に
取
り
込
も
う
と
い
う
意
図
も
あ

る
。全

豆
連
が
後
援
し
て
い
る
「
豆
腐
マ
イ

ス
タ
ー
」
も
そ
の
一
環
だ
。
こ
の
資
格
を

持
つ
人
が
女
性
を
中
心
に
急
増
、
現
在
１

４
９
５
人
が
豆
腐
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
豆

腐
の
伝
道
師
役
を
担
っ
て
い
る
。

全
豆
連
に
マ
ー
ク
取
得
の
応
募
が
で
き

る
の
は
会
員
の
特
権
で
も
あ
る
。
審
査
を

通
過
し
て
マ
ー
ク
を
掲
載
す
る
場
合
は
、

１
丁
当
た
り
１
円
が
全
豆
連
に
納
め
ら

れ
、
こ
れ
が
事
業
の
運
営
費
と
な
る
仕
組

み
だ
。

推
奨
マ
ー
ク
を
取
得
す
る
に
は
、
ど
ん

な
基
準
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

審
査
委
員
は
、
豆
腐
マ
イ
ス
タ
ー
を
は

じ
め
、
豆
腐
事
業
者
、
豆
腐
機
器
製
造
事

業
者
、
大
豆
卸
事
業
者
、
凝
固
剤
事
業
者

な
ど
が
務
め
、
３
段
階
の
審
査
が
行
な
わ

れ
る
。

①
書
類
審
査

こ
こ
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、
保
健
所
の

「
食
品
衛
生
監
視
票
」（
５
分
野
25
の
チ
ェ

ッ
ク
項
目
）
に
則
っ
た
検
査
で
合
格
点
が

出
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
マ
ー

ク
は
、「
お
い
し
さ
」
を
重
視
す
る
も
の

な
の
で
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の

は
最
低
限
の
基
準
だ
と
い
う
。

②
官
能
評
価

豆
腐
マ
イ
ス
タ
ー
を
中
心
と
し
た
５
人

１
組
の
審
査
委
員
た
ち
が
試
食
し
て
評
価

す
る
。
あ
く
ま
で
「
品
質
」「
お
い
し
さ
」

を
追
求
す
る
た
め
、
大
豆
は
国
産
か
外
国

お
い
し
い
豆
腐
が
も
た
ら
す

大
豆
品
質
へ
の
注
目

資料：いずれも総務省「家計調査年報」

グラフ３：１世帯当たり豆腐年間購入数量

グラフ２：１世帯当たり豆腐年間支出金額

グラフ１：豆腐１丁価格の推移
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産
か
、
水
や
凝
固
剤
の
別
は
問
わ
な
い
。

し
か
し
、
大
豆
の
特
性
や
品
質
が
、
結

果
的
に
こ
の
評
価
に
か
か
わ
っ
て
く
る
。

「
お
い
し
い
豆
腐
は
糖
質
や
タ
ン
パ
ク
質

が
高
い
大
豆
が
良
い
の
で
、
結
果
的
に
北

米
産
や
南
米
産
よ
り
国
産
の
ほ
う
が
豆
腐

屋
さ
ん
に
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
国
産
の
大
豆
を
使
え
ば
よ
い
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
審
査
で
は

凝
固
剤
も
限
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
豆

の
使
用
量
を
減
ら
し
て
化
学
物
質
の
凝
固

剤
を
使
え
ば
、
お
い
し
い
豆
腐
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
凝
固
に
技
術
を
要
し
ま
す
が
、

天
然
由
来
の
に
が
り
の
ほ
う
が
う
ま
み
や

甘
み
を
引
き
出
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ

の
品
質
を
評
価
す
る
こ
と
で
自
然
と
大
豆

や
凝
固
剤
の
品
質
に
目
が
向
い
て
い
く
で

し
ょ
う
」

ま
た
、
お
い
し
い
が
価
格
が
高
く
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
味
の
豆
腐
よ
り
も
、毎
日
、

飽
き
ず
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
好
ま
し
い

と
い
う
。

③
工
場
検
査

官
能
評
価
に
合
格
す
る
と
、
最
後
に
、

豆
腐
の
品
質
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
工

場
の
検
査
が
行
な
わ
れ
る
。
原
材
料
・
資

材
や
商
品
の
品
質
管
理
方
法
、
製
造
工
程

や
製
造
設
備
の
管
理
方
法
が
確
立
さ
れ
て

い
る
か
、
た
と
え
ば
大
豆
に
つ
い
て
は
風

通
し
が
良
い
場
所
に
産
地
や
品
種
別
に
保

管
さ
れ
て
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

豆
腐
用
の
大
豆
と
い
え
ば
、
高
タ
ン
パ

ク
質
の
大
豆
が
加
工
適
性
の
あ
る
も
の
と

し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
加
工
適
性
で
い

え
ば
、
人
気
No.
１
は
ご
存
じ
フ
ク
ユ
タ
カ

で
あ
る
。
生
産
者
に
と
っ
て
は
生
産
性
も

高
く
需
要
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
実
需
者

に
と
っ
て
も
ま
と
ま
っ
た
量
を
確
保
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

今
回
、
マ
ー
ク
を
取
得
し
た
豆
腐
は
、

糖
質
が
多
い
ユ
キ
ホ
マ
レ
が
使
わ
れ
て
い

る
が
、
製
造
元
の
京
都
タ
ン
パ
ク
に
よ
る

と
、
タ
ン
パ
ク
質
が
や
や
少
な
い
ユ
キ
ホ

マ
レ
を
使
う
に
は
技
術
を
要
す
る
と
い

う
。企

業
秘
密
か
と
思
い
き
や
、「
業
界
の

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
な
ら
、
な
ん
で
も

公
開
し
ま
す
」と
秘
訣
を
教
え
て
く
れ
た
。

「
大
豆
を
６
分
間
煮
た
後
、
15
分
間
熟
成

さ
せ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
大
豆
の
う
ま
み
や
香
り
、
弾
力
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め

凝
固
剤
が
天
然
由
来
で
も
、
タ
ン
パ
ク
質

と
結
合
し
や
す
く
、
固
ま
り
や
す
く
な
る

の
で
す
」

こ
の
推
奨
マ
ー
ク
は
、「
豆
腐
用
の
大

豆
は
、何
よ
り
タ
ン
パ
ク
質
が
高
い
も
の
」

と
い
う
概
念
を
変
え
る
。
豆
腐
を
通
じ
て

大
豆
の
風
味
が
評
価
さ
れ
る
機
会
が
で
き

た
。
こ
の
マ
ー
ク
を
取
引
先
の
豆
腐
屋
に

取
得
し
て
も
ら
う
た
め
に
大
豆
を
生
産
し

よ
う
と
は
言
わ
な
い
が
、
目
利
き
が
で
き

る
市
場
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
押
さ

え
て
お
き
た
い
。　
　
　
　
（
平
井
ゆ
か
）

風
味
の
良
さ
を
知
る

ひ
と
つ
の
手
が
か
り
に

全豆連マーク付与豆腐品質評価方法：
11項目についてそれぞれ10点満点で評価。平均７点以上が合格

一般的な豆腐のつくり方
①大豆の精選・洗浄：被害粒や夾雑物を取り除き洗浄する。
②浸漬：水に漬ける。　
③磨砕：大豆の細胞を砕き、タンパク質の成分を抽出しやすくする。
④加熱：タンパク質を凝固しやすく抽出しやすくする。
⑤絞り：豆乳とオカラに分離する。
⑥成形：豆乳に凝固剤を加える。

その後、豆腐の種類によって工程は異なる。

○木綿豆腐：凝固、崩し、型入れ・圧縮、型出し・水晒し・カット。
○絹ごし豆腐：型入れして圧縮せずに静置、型出し・水晒し・カット。
○充填豆腐：凝固剤を加えた豆乳を容器に充填し、加熱して凝固させる。

1 離水
浸漬、煮沸、凝固温度、凝固剤量、凝固攪拌条件で変化する。

離水の少ない保水力のあるものを評価する。

2 色
大豆特性・品質、浸漬、磨砕、煮沸、凝固条件により変化。

大豆特性の黄色みもあるが、くすんだ灰色でなく白色を評価する。

3 つや
大豆品質、浸漬、磨砕、煮沸での乳化状態、凝固により変化する。

つやの有無を評価する。

4 香り
大豆特性・品質、浸漬、磨砕、煮沸、凝固条件により変化する。

青臭みがなく、香ばしい豆腐臭を評価し、大豆酸化臭は減点する。

5 甘味
大豆特性、浸漬、煮沸、凝固条件により変化する。

最初の甘味および食した後の余韻のある甘味を評価する。

6 こく旨味
大豆特性、浸漬、煮沸、凝固条件により変化する。

おいしく食べられること、コクなどトータル的な風味を評価する。

7 エグ味
大豆特性・品質、浸漬、煮沸、凝固剤、水晒し条件で変化する。

苦み・エグ味（収斂味）のないものを評価する。

8 酸味
大豆品質低下、凝固剤種類（GDL）・添加量で変化する。

最初の酸味、食した後の酸味のないものを評価する。

9 弾力
浸漬、煮沸、絞り、凝固条件により変化する。

寒天状の食感でなく、柔らかくとも箸でとれる弾力を評価する。

10 張り
煮沸、凝固温度、凝固剤量条件で変化する。

べたべたした粘りがなく、口の中でつぶしたときに感じる食感を評価する。

11 ざらつき
凝固の温度、添加量、攪拌条件で変化する。

滑らかな食感で、ざらつきのないものを評価する。


